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近年、大学等の研究教育機関における研究成果等の「知」を民間企業が活用し、新技術の
研究開発や新事業の創出を図ることを目的として、産学連携の動きが加速している。また、
首相官邸が設置する日本経済再生本部が出した「日本再興戦略2016」によれば、2025年度ま
でに大学・国立研究開発法人等に対する企業の投資額の目標を現在の３倍とすることが挙げ
られている。

このように、最近では産学連携の推進を求める動きが活発になっているものの、両者の
元々の常識や文化が大きく異なっていたため、必ずしも産学連携で大きな成果を生み出すこ
とができない場合もある。とりわけ、知財面において両者の立場に大きな食い違いが生じる
ケースが多々見受けられる。

本連載では、産学連携の最前線に携わっている、研究教育機関側の立場の方および企業側
の立場の方に交互にインタビューを行い、とりわけ知財面での問題やその解決手段について
リアルな声を聞くことにより、産学連携を成功させるヒントを探っていきたい。

連載第２回では、大分県で起業し、知的財産を経営戦略の柱に据えている株式会社トライ
テックの創業者の竹﨑博社長および森順二取締役技術開発部長に、地方の企業から見た産学
連携の現状について話をうかがった。

地方の企業にとっての産学連携へのとっかかりとは

―――　御社は産学連携を積極的に推進している企業であるとお伺いしておりますが、産学連携
を始めたきっかけ等について教えていただけますでしょうか？地域の中小企業にとってはなかな
か産学連携の初めの一歩といいますか、最初にどのようにして産学連携を始めたかという、やは
りその取っ掛かりが分からない企業が多いと思いますので。

マクスウェル国際特許事務所
弁理士　加島　広基

（連載第２回）
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知財から見た 産学連携のリアル（第２回）

（株式会社トライテック代表取締役　竹﨑博社長）

森　まあ一番近いところで行くと、それぞれの県に公設試験研究機関１がありますので、まずそ
こが一番門戸を叩きやすいところかと思います。大分県には産業科学技術センターというところ
がありまして、そこで機械や電気、化学、いろいろな専門の研究者がいるので、とりあえずそこ
にまず行ってみるのがいいんじゃないでしょうか。そして、もし産業科学技術センターで手が負
えないとなったら、今度はそこから紹介があると。

―――　そこから大学を紹介されるのでしょうか。

森　そうですね。

竹﨑　あとは産総研（国立研究開発法人　産業技術総合研究所）とかも紹介されましたね。

森　他には、物質・材料研究機構（国立研究開発法人）という、そこもすごいところなんですけ
ど、そこを紹介してもらいました。産総研の隣りにあるのですが、なかなか一般の企業ではハー
ドルが高いところもすんなり行かせてもらいました。

―――　やはり普通の企業からして大学は結構ハードルが高く、大学の先生といえば名士みたい
なイメージがあって、話を聞くのも少しはばかられるみたいなところはありますか。

竹﨑　ありますね。

１　各県の公設試験研究機関は下記のサイトに一覧がある。
　https://www.nmij.jp/~collab/bb_kai/ZenKikan16.htm
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各県の公設試験研究機関の一覧
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―――　産学連携を積極的に進められている会社と、そうではなくて産学連携を全然思いもつか
ないという会社、今は二極化しているところがあると思いますが、そのあたりはやはりハードル
の高さというのが中小企業にはあるのでしょうか。

森　あると思いますね。ちょっと大きい企業は社内に研究部隊がいるじゃないですか。でも、中
小はなかなかないですよね。となると、やはり大学等の外部機関に手伝ってもらわないとなかな
か研究は進んでいかないなって思うことはあります。

―――　実際に大学等に例えば手伝ってくださいって話を持って行くと、本当にウェルカムなの
でしょうか。

森　ウェルカムですね。

竹﨑　全然ウェルカムだねえ。皆さん、初めの取っ掛かりを踏み出すことができるかどうかだと
思います。

森　まあ、あとよくあるんだけど、恥ずかしいっていう気持ち、恥ずかしくて行けないっていう
のがあるんですよ。そこを突破できるかどうか。だから僕なんかも、ある知らない案件だと恥ず
かしいって気持ちがよぎるですよね。でも、それは突破しなきゃいけないっていつも思ってるん
で、もう積極的に行くのですが、恐らくほとんどの人が大学の先生に限らずこんなこと聞いちゃ
いけないのかなとかね、絶対思うんですよ。こんな素人質問とか、絶対そこがハードルが上がっ
ているところなんですよね。

―――　そういうちょっとわからなかった時に知ってそうなところを見つけるのは、やはり初め
は県の公設試験研究機関の紹介とかに頼る感じでしょうか。

森　いや、そのためにあるんじゃないかなって思いますよ。県の産業科学技術センターって。
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（株式会社トライテック　大分工場）

竹﨑　そうなんですよね。

森　まあ最初は県庁に行ってもいいんですけど。でも、それはちょっとワンクッションある。県
庁から恐らく産業科学技術センターが紹介されると思うのですが、もう直に聞いてみたほうがよ
い。

竹﨑　そういうのがあるのも最初は知らないんですよ。僕、知らなかったです。全く知らなく
て、九州経済産業局２に最初行ったんですよ。そしたら、九州経済産業局の人が、「あんた、大分
なのになんでこんなとこ来んの」みたいな（笑）。そこで県の産業科学技術センターを紹介され
ました。そして、そこから産総研やいろいろな大学を紹介される感じですね。

―――　他のルートでも連携先を見つけたことがありますか？

竹﨑　最近、同志社大学と共同研究を始めようとしているんだけど、あそこはインターネットで
調べて、一番の権威の先生のところに直接電話したね。ちょっと研究室見せてくれってお願いし
てみたら、もう全然おいでって。

―――　研究室に行ってみて、今後いろいろ共同でできそうなことはありましたか？

竹﨑　ええ、これからいろいろな共同研究ができそうです。もうなんか契約も結んでね。

２　九州経済産業局は、経済産業省の九州地域７県（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、 大分県、宮崎
県、鹿児島県）におけるブロック機関であり、経済産業施策の総合的な窓口機関である。
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森　国を当てにするわけじゃないですけど、私立大学のほうがやはり自分たちでお金を企業と組
んで稼いでいくっていう意識があるのかなって感じますね。あと、地方性もあるかもしれないで
すね。同志社は関西だから、敷居の低さはあるのかもしれません（笑）。

産学連携のメリットとは

―――　企業にとって大学や産総研等の研究機関と組むメリットは何ですか？

竹﨑　もう頭脳です。頭脳を外注している。しかも税金で安くやってくれるからさ（笑）。多少
お金かかるけど。

森　この辺ちょっとね、メリット何かなって考えてみたんですよ。一つはね、僕個人としては、
そうやって仲よくやっているとはいえ、相手はやはり日本を代表する権威の学者なり科学者なの
で、僕としてもモチベーションは上がるんですよね。そういう人たちと一緒に仕事ができるって
いう、めったに会える人らじゃないと思うんですよね。もしかしたら国内だけじゃない、世界的
な権威も恐らくいっぱいいると思うので。

―――　その分野では世界的権威の人と一緒に研究できるということが魅力でしょうか。

森　その分野ではね、そうそう。そうです。その分野、その分野、狭い分野の世界的権威とか
ね、いると思うんですね。そして、そこに行くじゃないですか。すると、そこからさらに想像つ
かないネットワークがまた横に広がるんですよね。

―――　では、差し支えないところで結構なんですけど、今お金がそれほどかからないという話
だったのですが、基本的には産学連携をやるときには企業もある程度は金を出しますよね。
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（中央：竹﨑博社長、右：森順二取締役技術開発部長）

竹﨑　共同研究になればもちろん研究費を出します。

―――　その出したお金に対しての見返りというのは十分にありますか。

竹﨑　そうですねえ。今のところ十分にある。

森　まあ将来の投資だと思う、本当に。ある課題について、産総研の溶射の研究者を紹介してく
れってお願いしてみたら、産総研の研究者が３、４名来るんですよ。もちろんみなさんすごい人
たちです。その中でもさらにまた人を選べるし、どんどんネットワークが横が広がっていきます
ね。

―――　御社の産学連携は最初からこのようにうまくいったのでしょうか。

森　最初に連携したところは、ダメじゃないんだけど、あんまり成果が出なかったというのはあ
ります。うちにも原因がもちろんあるし、両方にもあるけど、やはりもうちょっと、まあ最初だ
ったし、うまくできなかったかなとは思う。

竹﨑　先生もやり方わからんし、生徒も熱くないし（笑）。

―――　やはり産学連携で組む相手っていうのは、相手の人間性とか熱心さ、情熱、そのあたり
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の相性とかも重視されるところがあるのでしょうか。

森　そうですね。例えば国や県の補助金の申請の際にシーズの提供などを書くときに、大学の先
生が持っているシーズを企業に提供してもらうということを書くのですが、ものすごい先生の場
合ですと、実は先生からシーズをもらったことはなくて、先生が知っている幅広い知識が研究に
生きているという感じなんですよね。先生の専門分野はうちの事業とは直接は関係ないんだけ
ど、その先生はいろいろ経験があって勉強していて、だからそういう先生に当たると非常にいい
と。だから、専門性だけじゃないんですよね。

―――　連携先を決めるのに決め手となるのは先生の専門性だけではないと。

森　ええ。だから、例えばもう極端なこと言えば、世の中のことを知っているか知らないかとか
ね。自分の専門の技術動向は毎月の論文で当然チェックしているけど、ちょっと違うところをち
ゃんと見てるのかなっていうのはあるかもしれないですね。

産学連携を進めるにあたっての企業にとっての試行錯誤

―――　御社は今ではいろいろ複数の産学連携のプロジェクトを抱えていると思いますが、最初
は大学との契約等で苦労されたのではないですか？

森　経験をいろいろして分かってきたところもありますね。それこそ共同研究開発費がいくらぐ
らいが妥当かといった相場観もですね。初めてやった時、研究費とは別に間接経費がかかるって
ことが分からなくて、何回も何回も聞いたんですよ。間接経費って産学連携の世界の中では当た
り前らしくて、研究費の10%から30% って決まってくるんです。支払う研究費が100万円だとす
ると、10万円から30万円の間接経費をさらに払うのですよ。この概念が最初わからなくて。研究
費を払っているのにどうして10万から30万払うのって。これは大学の事務等にかかる費用だって
いう考えが最初は分からなかったです。

―――　今はいくつくらいの産学連携のプロジェクトを抱えていますか？

竹﨑　合計で８つか９つくらいじゃないですかね。

森　これらの連携には全部契約がくっついています。例えば、今日も実はちょっと産総研の人に
手伝ってほしいってお願いしたのですが、産総研は国の機関だから守秘義務とか当然守ってくれ
るところなんですよ。だから、「秘密保持は結ぶんですか」と聞いたら、「そこは産総研だろうが
しっかりと契約を結ばないとダメだよ」って、産総研の人に言われました。

―――　そうなると契約がらみの事務手続きも大変じゃないですか？共同開発契約、共同出願契
約、そのあたりも結ぶ必要がありますし。

森　ここに関してなんすけど、多分これもやった人しかわからないと思うのですが、対大学の手
続きは楽ですね。大学や、産総研みたいな官との手続きは楽です。どうしてかというと、守秘義



Vol. 17　No. 193� 知財ぷりずむ　2018年10月― 72 ―

務をしっかりと守ってくれるから。これが対企業だと、もうそんなことはしっかりやらないとも
う守秘義務を守ってくれない。

竹﨑　契約でガチガチに縛らないとね。

森　だから企業に対しては疑った目で見なきゃいけない世界になってしまう。これに対し、学や
官はそのあたり安心です。だから事務手続きは淡々とやれば楽。これは、おそらくみなさんが思
っていることと逆だと思います。学や官との契約には安心感がありますが、企業との契約は相当
シビアに見ます。

―――　大学によって契約の内容にばらつきはありますか。

森　ばらつきよりも、まずグレードがありますね。産総研は一番最初は技術コンサルみたいな感
じの契約ですね。そして、もっとグレードが下の契約としては、FSという知財を産まないことが
条件のものがあります。そこからワンランク上がると、共同研究ですね。FSは知財をやらないけ
ど一緒に研究をやるというもので、支払う額も当然安い。おそらくそこからステップアップすれ
ば共同研究プロジェクトになるのですね。

―――　大学との契約において例えば契約書のひな型は大学側が出してくることが多いのでしょ
うか。

森　そうですね。基本は大学側から出してきます。秘密保持とかも大学側から出してきますね。

―――　契約書は大体同じような文面出してくるのですか。

森　いやいや、違います、違います。大学によって結構オリジナリティがありますね。

竹﨑　愛媛大学と産学連携で契約を結んだときは四国TLOのひな型を使ったね。

森　最近は、一つの大学に対して複数の企業がプロジェクトに加わるケースが増えてきました
ね。補助金の金額が大きいプロジェクトは、大学およびプロジェクトリーダーの企業の他に、地
場企業が入る。このような場合は契約書のひな型は使えないですね。

―――　そのような場合に企業の間で利害関係が衝突するケースも出てくると思いますが、その
あたりはいかがでしょう。そこまでのひな型はないですよね。

竹﨑　とにかく日本はそういうのに慣れてないよ、多分ね、日本自体がね。欧米の契約書はすご
い細かいね。契約社会でガチガチで縛ってくるものね。海外の場合は企業同士が付いたり離れた
り、合併したりするじゃないですか。だから結構揉まれているので、いろいろな事例を持ってい
るし、やっぱグローバル社会ではそういうところもどんどん研究しなきゃいかんわけですよ。

森　これから海外の企業や大学と組む可能性もありますしね。目ざとい海外の大学が日本の中小
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企業に目をつけて、いろいろ技術持っているから組みたいとなったら、もう本当に役所とか飛び
越えて直接アプローチしてくる可能性もありますね。

産学連携は学生の教育にもつながる

―――　世間では大学の独法化によって研究費が少なくなって、もう研究者冬の時代とか、嘆く
声はいろいろあるのですが、やはりそれだけじゃなくて企業と組んで研究費を獲得できていると
ころもあり、そのあたりの格差ができているような気がしますがいかがでしょうか。

森　そうですね。やってみて絶対いいと思うんすよね、産学連携は。

竹﨑　実際やってみて得られるものがありますね。あと、学生さんにとってもものすごくいいよ
ね。就職する前に企業とお付き合いができるってことは。

森　うちと共同研究をしているある大学の研究室では、先生が学生に相談しているのですよね。
「○○君、どうなんだ。これ、どう思う」って一生懸命先生が学生に聞いているっていうような
状況を見て、いや、すごいいいな、いい関係だなと思って。

―――　すごい学生ですね。

森　優秀でね、優秀だし、ちゃんと意見を持っていてね。そして、先生が学生に相談するという
のもすごいいいなと思って。しかも、その学生がちゃんとした答えを出してね。そういう体制を
組めているということがいいと思う。だから結局教育にもつながりますね、産学連携がね。学生
の教育にもつながると思います。

―――　本日は様々な興味深いお話をお聞かせいただきありがとうございました。
� （取材日：2018年７月３日　株式会社トライテックの大分工場にて）


